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※ 案中の写真・デザイン等はイメージです。

南区基本計画のキャッチフレーズ案



・これまでの基本計画（第１期及び第２期）を踏まえつつ，
様々な分野に知見をお持ちの方で構成された「基本計画策定
委員会」の御意見や区民の皆様方へのアンケート，計画素案に
対する意見募集の結果等を反映させた計画として策定します。

・また，自然災害や新型コロナウイルス感染症の世界的な大流行
に対応するレジリエンス（様々な危機からの回復力，復元力，
強靭性）の重要性の高まり，誰一人取り残さない「持続可能な
開発目標（ＳＤＧｓ）」の国連での採択などの時代潮流を踏ま
えた計画としています。

【目標年次】本計画の目標年次は，
策定から５年後の２０２５年（令和７年）です。

2※ 京都市の全体の計画である「京都市基本計画（第３期）」と相互に
補完しながら，計画を推進します。

京都市基本構想（2001～2025）（25年間）

南区基本計画
（第1期）

（2001～2010）
（10年間）

南区基本計画
（第3期）

（2021～2025）
（5年間）

南区基本計画
（第2期）

（2011～2020）
（10年間）

京都市基本計画（第1期） 京都市基本計画（第2期） 京都市基本計画
（第3期）

【計画期間】令和3年度（２０２１年度）～令和７年（２０２５年）

・少子化や⾧寿命化に伴う南区に居住される方の世帯構造の変化，
コミュニティの変化，地域社会の国際化の進展，
集中豪雨や巨大台風の新たな自然災害の脅威の増加等，
社会状況が刻々と変化しています。

・また，この間の新型コロナウイルス感染症の拡大が，市民生活や
地域経済に大きな影響を及ぼしており，ウィズコロナ・ポストコ
ロナ社会を見据えた取組が求められています。

・本市においても，元々の脆弱な財政基盤に加え，新型コロナウイ
ルス感染症の拡大等の影響もあり，財政状況がこれまでに経験の
ない危機的な状況にあることから，抜本的な改革を実施しなけれ
ば今までどおりの行政サービスを維持できなくなる可能性が
出てきています（P６参照）。

・このような状況のもと，区民の皆様方や各種団体，企業と区役所
をはじめとした関係機関が一体となって，危機感を共有しつつも，
若者・子育て世代の定住促進など明るい未来を展望して，
「持続可能なまちづくり」を進めていくための指針として
「南区基本計画」を策定します。
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アンケートは「これからもっと良くなってほしいこと」と
「そのためにあなたが行動すること」について聞いたところ，
一般の方は，「子ども・若者育成」，中高生は，「環境」を
重要視されていることが分かりました。

中学生・高校生の意見

一般の方の意見

イメージ

南区基本計画の策定に当たっては，広く区民の皆様方の御
意見をお聞きするために，区内で実施されたイベントの来場
者及び区内の中学校・高等学校の生徒を対象にアンケートを
実施しました。
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●地域の人と人の結びつき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来の南区がこうなったらいいのにと思うこと あなたが行動すること 

▲■みんなが笑顔で生き生きと暮らせるまちにな

ってほしい 

▲■人と人とのつながり・結びつきを大切にする 

■もっと地域の人とコミュニケーションをとり，

明るい南区を目指す 

■挨拶が絶えない地域 

■誰でも気楽に住める，住み心地がいいまちにな

ってほしい 

■一人ひとりが原動力となり，活発に動けるまち

づくり 

▲■地域の人とコミュニケーションをとる（まず

は挨拶！） 

▲■積極的に色々な場所へ行き交流を深める 

▲■地域のイベントに積極的に参加する 

▲■一人ひとりがまちをつくっていることを自覚

する 

▲地域の人と結びつくことで情報を共有する 

■南区の良さを理解して，人に伝える 

■思いやりを持ち，困っている人がいたら助ける 

 

※凡例：▲一般の方の意見 ■中学生・高校生の意見

イメージ
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◆ 財政が厳しい中でも充実した行政サービスを維持

市民一人当たりの市税収入が他都市より少ない中，全国トップ水準の福祉・医療・教育・子育て
支援などを実施。その水準を維持するため，職員数の削減や事業の見直しなどの行財政改革を行って
きました。しかし，国からの地方交付税が大幅に削減され，収入が伸び悩む中，高齢化による社会福
祉関連経費などの支出が増加。宿泊税の導入など税収増の取り組みや行財政改革を実施してもなお，
支出が収入を上回る状況が続いており，将来の借金返済の積立金（公債償還基金）などを取り崩し，
将来世代へ負担を先送りしている状態です。

＜具体的成果＞

➣ 保育所など待機児童が７年連続ゼロ

➣ 大雨への浸水対策済み面積割合が全国トップ水準（市91%，全国58％）など

◆ 今後の収支見通しと財政再生団体になる危機

新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり，市税収入の回復が見込めない中，社会福祉関連経費
の増加が続くことで，今後，毎年度500億円もの財源不足が見込まれており，最悪の場合，財政再生
団体になると，最低限の行政サービスしかできず，税金やさまざまな料金が値上げとなります。

＜影響（例示）＞

➣ 国民健康保険料３割値上げ

➣ 保育料４割値上げ など

◆ 今後の改革の視点～最悪の事態を回避し，明るい未来を展望～

本市の財政状況や各施策の効果等を市民の皆様と共有し，市民の皆様のご理解のもと，真に必要な
施策を持続可能にするための事業見直しや，公共施設の適正管理・受益者負担の適正化等に取り組む
とともに，若者や企業の定着を図り，支え手を増やすことで税収増につなげ，全ての世代が暮らしや
すく，魅力・活力あるまちを目指します。

＜具体的方針＞

➣ 若者・子育て世代の定住促進

➣ 景観の保全と活力あるまちづくりの両立 など
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南区は，京都市の南西部に位置し，東は東山区・伏見区，
西は西京区・向日市，北は下京区・右京区，南は伏見区に接
しています。区内は１５の学区から構成されています。
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イメージ
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イメージ
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南区は，令和２年１０月時点で，世帯数は約５万世帯，人口約
１０万人が暮らしており，京都市全体の人口が減少傾向にあるの
に対して，南区は世帯数，人口ともに増加傾向にあります。
令和２年時点の人口ピラミッドにおいて，京都市と南区を比較
すると，南区は「１５～２４歳」の割合が低い一方で，
「２５～３９歳」の割合が多い傾向にあります。
人口動態について，南区では，平成７年～１６年頃までは自然
増よりも社会減が上回っていましたが，平成１７年以降は自然減
よりも社会増が上回る傾向であることが分かります。

イメージ

男 女

●人口及び世帯推移の推移

90歳以上

85～89歳

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

5～ 9歳

0～ 4歳

京都市
南区

●人口動態 ●人口ピラミッド（令和2年）



南区は，人と人との固い結びつきや活発な地域活動があ
るなど，南区ならではの地域力（みなみ力）をしっかりと
受け継いできたまちです。毎回約４，５００人もの区民が
参加される年４回の「南区一斉清掃」による美化活動，各
学区における子どもの見守り活動や防災訓練の実施など，
地域一丸となった取組が定着しています。
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南区一斉清掃 南区民ふれあいまつり 避難所体験研修

ふれあいトーク 子育て支援ルーム
「すくすくみなみ」

上鳥羽子ども
あんしんあんぜんパレード

イメージ

南区は，住民全体での子育ての取組が先進的に実施される
など，地域ぐるみでの子育て支援の風土がしっかりと根付き，
受け継がれているまちです。令和元年も合計特殊出生率が
１．４９と，全国平均・京都市平均を上回り，１１行政区中
１位です。

出典：令和元(2019)年京都市の合計特殊出生率



南区は，主要幹線道路や名神高速道路インターチェンジ
などを有し，交通の利便性などから，多くの職種の企業が
集積する「ものづくりのまち」です。
特に製造業は，事業所・従業者ともに京都市で１番多く，

「ものづくりのまち・京都」を支えています。
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企業見学等を通じた区民と企業の交流 らくなん進都のまちづくり

イメージ
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●みなみ力（地域力）
・京都市全体の人口が減少傾向にあるのに対して，
南区は近年，２０～３０歳代の比較的若い世代を中心に，
他地域からの転入が転出を超過しており，
人口・世帯数ともに増加傾向にありますが，自治会・
町内会への加入率は年々低下しています。

・また，新型コロナウイルスの感染拡大の影響で，自治会等
の会合や地域活動が制約される一方，自宅や地域で過ごす
時間が増加しています。

・このような中，住民同士の幅広い交流を促進し，みなみ力
（地域力）を若い世代に引き継いでいく取組が必要です。

●子育て・若者育成
・南区は，比較的若い世代の人口流入により，合計特殊出
生率は１１行政区の中で⾧年上位で，子どもの出生数も
横ばいを維持しており，他の行政区と比べると５歳未満
の人口の割合が高いことも特徴となっています。

・そのため，次世代を担う子どもたちを健全に育むため，
また子どもたちや子育て世代が「南区で住み続けたい」
と思ってもらえるように，子どもたちを取り巻く環境づ
くりや子育て世代への支援が求められます。

●健康・福祉・人権
・南区の令和元年の高齢化率は約２６%と，
他の行政区と比べると低い水準ではあるものの高齢化
が進んでいます。

・お年寄りや障害のある方をはじめ，誰もが住み慣れた
地域で安心して健やかに暮らしていけるような環境づく
りと，支援が必要です。

・世界各国から様々な人々が集まってきている状況を踏ま
え，多様な方々の人権に配慮できるよう一人ひとりが心
掛けていく必要があります。
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●産業(企業・農業)・観光・公共交通
・主要幹線道路や名神高速道路インターチェンジなどを
有する交通利便性を活かして，幅広い業種の企業が
集積し，近年は製造品出荷額等も増加傾向にある等，

「ものづくりのまち」となっています。その特徴を更に
生かし，区民と企業の連携を力に，産業を活性化して
いくことが求められます。

・九条ねぎに代表される農業も，南区の主要な産業ですが，
徐々に宅地化が進んでおり，住環境と産業環境と調和の
とれたまちづくりが求められます。

・世界遺産である東寺があり，全世界から集客をしていま
すが，今後は，地域の伝統文化や歴史，美しい自然など
の地域資源を生かした観光も大切です。

●文化芸術・文化遺産・多文化共生
・近年，南区への国外からの転入者が増加しており，外国
人登録人数が増加傾向に転じています。国籍も以前に比
べて様々な国籍を持つ外国人が増えてきています。

・様々な国籍の外国人との相互交流できる機会の増加は，
多様な文化の交流を促進し，新たな文化や芸術を
生み出す可能性があります。

・京都市では，平成２８年度に「京都駅東南部エリア活性
化方針」を策定し，「文化芸術」と「若者」を基軸と
したまちづくりを進めています。
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●安心安全・防災
・近年は集中豪雨や巨大台風など自然災害が激甚化して
おり，桂川や鴨川の氾濫等を想定した防災対策が
必要となっています。

・また，新型コロナウイルスなど新たな感染症の下での
大規模災害発生など，複合的な危機を想定した対策が
求められます。

・まち中では空き家が増加しており，管理が不十分な場合，
住民にとっては環境面や防犯面での課題となってくる可
能性があります。

●環境・景観・緑化・まちの美化
・南区では，年４回「南区一斉清掃」を実施する等，
環境やまちの美化に対する区民の意識は高く，
これらの意識や取組を新しく区内に居住された方や
若い世代に伝えていくことが必要です。



美しく環境
にやさしい
まち

いのちと
暮らしを
守るまち

活力
あふれる
まち

子ども・
若者が育つ
まち

健やかに
暮らせる
まち

文化芸術が
舞い咲く
まち

みなみ力
（地域力）が
息づくまち

まちづくりの原動力となる，地域での人と人との結びつき
や活発な地域活動といった南区ならではの“みなみ力（地域
力）”を南区の基本計画の基盤として位置づけ，「みなみ力
（地域力）が息づくまち」をすべての未来像の中心として，
７つの未来像を描きます。
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南区基本計画のキャッチフレーズ案



豊かな自然に親しむとともに
環境と共生する

あらゆる場所と
文化芸術をつなぐ拠点に

子どもからお年寄りまで
誰もが安心・安全に

地域資源を活かしたにぎわいを創出

誰もが住み慣れた地域で
安心して健やかに

地域ぐるみで子ども・若者を大切に

人と人の結びつきをさらに活発に

美しく環境
にやさしい
まち

いのちと
暮らしを
守るまち

活力
あふれる
まち

子ども・
若者が育つ
まち

健やかに
暮らせる
まち

文化芸術が
舞い咲く
まち

みなみ力
（地域力）が
息づくまち
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取組方針
１ みなみ力（地域力）を支える人づくり
２ みなみ力（地域力）を活性化させる仕組みづくり

取組方針
１ 子ども・若者と育ち合う地域づくり
２ 安心して子育てができる環境づくり

取組方針
１ 人生１００年時代を見据えた健康づくりの推進
２ 高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり
３ 「誰一人取り残さない」環境づくり
４ すべての人の人権が尊重されるまちづくり

取組方針
１ まちの活力を支える地域企業・中小企業の活性化
２ 暮らしを支える地域商業の活性化
３ 地元産京野菜を活かした農業の活性化
４ 市民生活と調和のとれた観光振興
５ 公共交通ネットワークの充実

取組方針
１ 災害に強いまちづくりの推進
２ 安心・安全で快適な環境づくり

取組方針
１ 多文化共生のまちづくり
２ 文化芸術が生まれ，広がるまちづくり
３ 文化遺産を大切にするまちづくり

取組方針
１ 区民も来訪者もみんなで取り組む美しいまち
２ 地球環境にやさしい取組の推進
３ 緑化の推進・公園の活用
４ 地域の特徴を生かした調和のとれたまち
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南区では，「地域での人と人との結びつき」や「活発な地域
活動」といった南区ならではの“みなみ力（地域力）”を活かし
ながら，住み良いまちづくりを進めてきました。
このまちづくりの原動力となる“みなみ力（地域力）”をしっ

かりと次の世代に受け継ぎ，幅広い世代が「住んでいてよかっ
た・住み続けたい」と感じられる，魅力や活力のある持続可能
なまちを目指します。

近年，ライフスタイルの変化など，様々な要因によるつなが
りの希薄化や，高齢化等による地域の担い手不足が顕在化して
きています。その中でも，まちづくりのすべての原動力となる
みなみ力（地域力）を維持していくため，育まれてきた地域へ
の愛着・誇りを次世代へ継承するとともに，オール南区で，ま
ちづくりの新たな担い手の育成を推進します。

取組方針

１

主要な
取組例

・自治会・町内会への加入促進による安定した基盤づくり
・地域への愛着・誇りのさらなる醸成と次の世代への伝承
・地域行事やコミュニティ活動等を通じた新たな担い手の育成
・地域・学校・行政等の連携による多世代間の区民交流
・地域活動ボランティアの育成に向けた取組の実施 等
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自治会・町内会への加入促進
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取組方針

2

子どもから高齢者まで世代を超えて積極的な交流を図る
ことにより，みなみ力（地域力）を活性化させる仕組みづ
くりを推進します。

主要な
取組例

・区民，各種団体，NPOなどの地域主体によるまちづくり活動の充実
・地域行事やコミュニティ活動へ参加しやすくなるきっかけづくり
・みんなが交流できる文化活動・生涯学習・スポーツ活動の推進
・あらゆる世代に向けた地域情報の発信とその共有による交流
・円滑な活動を支えるＩＣＴ（情報通信技術）ツールの導入推進
・真のワーク・ライフ・バランスの推進 等

南区民ふれあいまつり 学区民体育祭



南区では，他の行政区に先駆け，地域ぐるみでの子育て支援
の風土がしっかりと根付き，今も地域の隅々まで脈々と受け継
がれています。
この風土を絶やさず，すべての子ども・若者・子育て家庭が

地域ぐるみで大切にされ，ともに育ち合うまちを目指します。

次世代を担う子どもや若者の学び・成⾧を地域ぐるみで
支え活躍できる環境づくりを進めるとともに，子ども・若
者・子育て家庭と積極的に交流を図ることにより，その関
わりから，ともに学び・成⾧できる地域づくりを推進しま
す。

取組方針

１

主要な
取組例

・子育て支援活動の促進と子どもをともに育む風土の維持・継承
・子育て家庭や子どもの孤立防止の取組の推進
・地域・区内企業等との連携による学生等への学びの場の提供
・地域と学校が連携した子どもの見守り・安全対策の推進
・地域・学校・行政等の連携による多世代間の区民交流（再掲）
・子ども・若者の知恵と行動力が地域で発揮できる環境づくり 等

20

ふれあい（いきいき）トーク
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取組方針

2

子育て世帯と地域・行政・関連団体との連携・交流によ
り，子どもを安心して育むことができる環境づくりを推進
します。

主要な
取組例

・保育サービスの充実と子どもの居場所づくり
・子育て支援ボランティアの育成強化やボランティア相互のネットワーク
の形成促進

・子育て支援情報の発信
・真のワーク・ライフ・バランスの推進（再掲） 等

子育て支援ルーム「すくすくみなみ」 南区内のイオングループ３店舗で
開催している出張児童館



南区では，「いのちと人権」をキーワードに，誰もがいつま
でも健やかに暮らせ，誰もが主役になるまちを目指して，地域
一体となって取組を進めてきました。
お年寄りや障害のある方をはじめ，誰もが住み慣れた地域で

安心して健やかに暮らせるまちを目指します。

22

人生１００年時代を迎える中，すべての区民一人ひとり
が，それぞれのライフステージや心身の状況に応じて，楽
しみながら，主体的に健康づくりに取り組む環境づくりを
推進します。

取組方針

１

主要な
取組例

・地域主体の健康づくり活動の推進
・食育活動による健康づくりの推進
・こころの健康づくりの推進
・保健，医療，福祉の各分野が連携し，健康づくりを専門的に支える
ネットワークの充実

・あらゆる世代に向けた情報の発信とその共有による交流 等

取組方針

2

高齢化社会が更に進む中，高齢者がこれまでに培ってき
た知識・経験・特技を生かし，高齢者もまちづくりの主役
となり，いきいき暮らせる仕組みづくりを進めます。

主要な
取組例

・学校，企業で高齢者の知識や経験を活かすことができる仕組みづくり
・老老介護や一人暮らしの高齢者を地域で支える健康・見守り活動の推進
・医療・介護・生活支援サービスの提供体制の強化
・介護サービス等の充実 等

健康教室やラジオ体操 健康づくりサポーター「みなみ～ず」
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取組方針

３

多様化・複雑化する社会の中で，障害者，介護の必要な
方，引きこもりの方やその家族など，支援の必要な人を地
域全体で支え，誰一人取り残さない環境づくりを進めます。

主要な
取組例

・障害者，介護の必要な方，引きこもりの方など，支援の必要な人を
支える取組の推進

・見守り・相談支援活動，居場所づくりの促進
・あらゆる人が社会参加できる環境づくりの推進
・バリアフリー化の促進やユニバーサルデザインの普及啓発活動等の実施
・情報の発信及び共有による様々な立場の相互理解の促進 等

取組方針

４

性別や国籍，民族，宗教，生まれや生い立ちに関係なく，
一人ひとりが人権を理解し，お互いを認め合えるまちづく
りを推進します。

主要な
取組例

・講演会や映画観賞会を通じた人権教育・啓発活動の推進
・配偶者・パートナー等に対するあらゆる暴力の根絶に向けた
啓発活動の推進

・感染症患者等に対する偏見や差別に対する啓発活動の推進 等

あらゆる人が社会参加できる環境づくり

人権映画観賞会 人権講演会



南区は，幅広い企業が集積する「ものづくりの拠点」である
とともに，九条ねぎをはじめとする農業など，地場産業も盛ん
なまちです。近年，文化芸術を通じた新しいまちづくりも進め
られています。
区民と企業の交流を通して，企業活動や地場産業が活性化し，

持続的に発展することによって，力強い経済成⾧を実現し，
にぎわいと活力にあふれるまちを目指します。

地域の特性を生かし，区民との交流等を通じて，区内で
創業する企業，事業者の振興を図るとともに，産学官の連
携により地域企業・中小企業の活性化を図ります。

取組方針

１

主要な
取組例

・「京都・地域企業宣言」に基づく地域と企業が一体となった取組の推進
・区内企業見学会等を通じた地域と企業の交流の促進
・産学公連携，企業間・異分野間での交流などによる，新たな地域産業の創出や継承
・社会課題の解決に取り組む企業との連携
・活力ある産業を支える土地・空間利用の促進 等

取組方針

2

住民と地域コミュニティの場でもある地域商業者が一体
となって，親しみのある商業の活性化を目指します。

主要な
取組例

・地域商店の活性化によるまちの活力の向上
・幅広い年齢層を支える地域商店の生活支援機能の向上 等 24

企業見学等を通じた区民と企業の交流



取組方針

３

地元産京野菜の積極的な活用やPRなどにより生産の振興
を図り，農業の活性化に努めます。

主要な
取組例

・地元産京野菜を使った食育活動の推進
・地域や関係機関と協働で地元産京野菜のPRを促進 等

取組方針

４

区内の観光資源を発掘・活用し，区内外へと南区の魅力
を広く発信することにより，観光振興に取り組むとともに，
観光客のマナー問題などの対策を推進していきます。

主要な
取組例

・SNSなどを活用した国内外に向けた南区の魅力の発信
・南区の魅力ある観光資源のさらなる発掘・創出
・地域・行政が連携した外国人観光客のマナー問題等への対策強化 等

取組方針

５

地域内交通の充実を図るとともに公共交通ネットワーク
の充実を目指します。

主要な
取組例

・地域と関係団体等が連携した地域内交通の充実
・地域特性に応じた公共交通ネットワークの形成
・時刻表や路線図などのマップを用いた公共交通機関網のさらなる研究 等

25

京野菜×京都肉マルシェ

ＳＮＳフォトコンテスト
「みなみなみっけ」



南区は，世界遺産・東寺や六斎念仏をはじめとする古くから
の文化遺産が息づく一方で，多文化共生のまちとして，多様な
文化・芸術が共存しています。
今後も，地域全体で文化遺産を活かし・守るとともに，文化

の交流を通して，人と人，人と地域・企業がつながり，京都，
国内，世界の文化芸術をつなぐ拠点となるまちを目指します。

多様な文化が響き合うまちをつくるための交流機会の創
出や情報提供を推進します。

取組方針

１

・外国籍市民との交流による新たな文化芸術創出のきっかけづくり
・文化芸術を通じた国際理解の深化
・異なる文化背景や考え方を尊重する意識啓発等の実施
・情報の発信及び共有による様々な立場の相互理解の促進（再掲） 等

主要な
取組例

26

取組方針

２

地域主体の文化活動を応援するとともに，文化芸術に触
れる機会を充実し，南区で文化芸術が生まれ，南区を拠点
として世界に広がるまちづくりを目指します。
主要な
取組例

・地域に根差した文化活動の推進
・京都駅東南部エリアにおける，
「文化芸術」と「若者」を基軸とする
まちづくりの推進

・地域の特⾧を活かした，
個性あふれる文化芸術の創造 等

東九条マダン

京都駅東南部エリアのまちづくり



取組方針

３

地域の伝統文化，歴史に触れる機会を提供し，南区に対
する誇りや愛着の醸成を推進します。

主要な
取組例

・学校等における区内の文化遺産に触れる機会の提供
・文化の担い手・支え手の育成 等

27

南区内における六斎念仏 六孫王神社



南区では，みなみ力（地域力）により，防災訓練，見守り活
動をはじめとした地域主体の安心・安全の取組が実施されてき
ました。
近年激甚化する自然災害はもとより，新たな感染症の拡大を

含むあらゆる危機・危険から，子どもからお年寄りまですべて
の人が守られ，誰もが安心・安全に暮らせるまちを目指します。

区民一人ひとりの日頃からの備えとともに，災害時に備
えた区民，企業，行政による連携を強化し，事前の対策の
みならず被災後もしなやかに復興する災害に強いまちづく
りを推進します。

取組方針

１

主要な
取組例

・地域と行政の連携による安全な避難や円滑な避難所運営に向けた準備
・防災マップ等を活用した平時からの区民の防災意識の向上
・災害時に備えた地域の事業者や公共施設との連携強化
・消防団等への参加促進
・防災の取組への学生の参加促進 等

28

消防団による消防訓練 地域防災力「避難所体験型」研修事業
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取組方針

2

地域と警察をはじめとするあらゆる関係機関が連携を深め，
犯罪，交通事故等の予防に努めるとともに，交通ルールの徹
底や空き家対策など日々の暮らしを守るための取組を推進し
ます。

主要な
取組例

・地域，各種団体，行政が連携した安心・安全に向けた取組の実施
・防犯関係機関の情報共有と連携の促進
・地域と学校が連携した子どもの見守り・安全対策の推進（再掲）
・自転車マナーや交通ルールのなどの啓発活動による安全対策の促進
・地域・行政等との連携による危険な空き家発生予防・放置防止の促進
・ゾーン３０の浸透を図る情報発信 等

世界一安心安全おもてなしのまち京都
市民ぐるみ推進運動

子どもの見守り活動



区民，事業者，行政が一体となり清掃・美化活動を推進
するとともに，近年増加する観光客へのごみのマナー啓発
等を進めます。

取組方針

１

主要な
取組例

・３箇月に一度，南区民全体で取り組む「南区一斉清掃」の継続実施
・区民や観光客に対するごみのポイ捨ての周知啓発
・河川敷や周辺道路等の美化清掃活動の促進 等

取組方針

2

区民，事業者，行政が一体となり，そもそもごみになる
ものを減らしつつ，資源として再・利活用する，環境に
やさしい取組を推進します。

主要な
取組例

・ごみの発生抑制，再使用の推進
・分別・リサイクルの徹底 等 30

南区では，「南区一斉清掃」をはじめとする，地域主体によ
るまちの美化活動が実施されています。
これらのまちの美化活動を継続するとともに，２０５０年ま

での二酸化炭素排出量「正味ゼロ」，脱炭素型のくらしの実現
を目指し，地球環境に配慮した取組を進めることによって，環
境と共生しながら，環境にやさしいまちづくりを目指します。

南区一斉清掃

ちびっこエコひろば



取組方針

３

区民，事業者，行政の協働で緑化に取り組み，緑豊かな
まちづくりを推進し，緑豊かな環境の中で，体操やスポー
ツを楽しめる健康づくりやコミュニティの場として公園の
活用を促進します。

主要な
取組例

・住宅，事業所などの緑化の推進
・区民と企業等の協働による花植え運動の実施
・地域住民の参加による公園の活用
・公園ボランティア等と協力した公園の清掃活動の実施 等

取組方針

４

住宅，農地，工場など，様々な用途地域の特性を生かし
ながら，調和のとれた景観づくりを目指します。

主要な
取組例

・多様な主体の参画による対話に基づいた，良好な景観保全と創出
・住む人にも働く人にも魅力ある都市環境の形成
・鴨川，桂川などの上質な親水空間の保全 等

31

花いっぱい運動（祥豊学区）

南区の全景
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南区基本計画は，区民の皆様方一人ひとりが心がけてい
ただきたいことや，区民の皆様方と行政・事業者等が協働
で実施する取組を掲げています。計画の推進に当たっては，
南区のまちづくりを推進する基幹会議となる南区まちづく
り推進会議を中心として，計画に掲げた未来像の実現に向
け，取組を進めていきます。



＜求める庁舎像＞

①「みなみ力（地域力）」
を更に育む区民の活動が
可能となる庁舎

②「あらゆる人」にやさしい
ユニバーサルデザインを
取り入れた汎用性のある庁舎

③機能的にシンプルで
使いやすい庁舎

「南区らしさ」

★外形的なもの
にとらわれず，
今後，南区の
特徴も踏まえ，
引き続き議論

区民に愛され，親しまれる「区役所」

33

南区総合庁舎は，昭和４２年の竣工以来，築５０年を超え老朽化が進行して

おり，新庁舎の整備について検討を始める時期にきています。こうしたことか
ら，平成３０年度に，南区のまちづくりの基幹会議である「南区まちづくり推
進会議」の部会において，意見聴取及び検討を行い，部会の皆様方からいただ
いた御意見等を「求める庁舎像」として取りまとめています。

区民の皆様方のまちづくりの拠点となる，南区新総合庁舎の整
備に向けた計画づくりなど，今後，より多くの区民の皆様方の御
意見をいただきながら，デジタル化などの時代の潮流を踏まえつ
つ，検討を進めていきます。
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日時 内容

令和元年度
９月２７日

南区基本計画策定委員会第１回会議
・現行基本計画の総括
・次期基本計画の策定に向けて

１０月～１２月 区民アンケート
・区内で実施されたイベントの来場者及び中学校・高等学校
の生徒を対象にアンケートを実施
・回答数約２，７００件

１１月２０日 第２回南区民ふれあいカフェ「みなみなみなみ」
・南区の未来像について

１２月１９日 南区基本計画策定委員会第２回会議
・次期基本計画のキャッチフレーズ
・次期基本計画の構成・取組内容

３月１０日 南区基本計画策定委員会第３回会議
・次期基本計画のキャッチフレーズ
・次期基本計画（素案）について

令和２年度
１１月２７日

南区基本計画策定員会第４回会議
・次期基本計画（素案）について

４月１日～４月３０日 パブリックコメントを実施

●月●日 南区基本計画策定委員会第５回会議
・次期基本計画（案）について


